
　

自
民
�＝
自
民
ク
ラ
ブ

　

公
明
�＝
公 

明 

党

　

住
民
�＝
住
民
と
自
治
の
会

　

改
革
�＝
改 

 
 
 
 

革

　

共
産
�＝
日
本
共
産
党

　

民
主
�＝
民　

主　

党

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
み
た
い

町
長

火
災
警
報
器
設
置
に

 
 
 
 
 

助
成
を
検
討

町
長

小
川　

龍
美　

議
員
（
公
明
） 質問文は、質問者本人

が 200 文字以内で執筆
した原文をそのまま掲
載しています。

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　

１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」の
取
り
組
み
を

質
問　

厚
生
労
働
省
の
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
１
０
０
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
事
業

は
、
本
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守

り
支
援
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
全

国
で
１
０
０
万
人
養
成
し
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
わ
が
町
も
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
、
サ
ポ
ー
タ
ー

を
育
成
す
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、
人

権
教
育
の
一
環
と
し
て
、
学
校
な
ど
で

子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た
講
座
も
開

催
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
所
見
を
伺
う
。

町
長　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
、

有
効
な
事
業
と
考
え
て
お
り
、
制
度
の

周
知
な
ど
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
取
り

組
み
た
い
。

　

ま
た
、
学
校
と
し
て
は
、
総
合
的
学

習
の
時
間
や
特
別
活
動
の
時
間
の
活
用

が
考
え
ら
れ
る
が
、
意
図
的
・
計
画
的
、

そ
し
て
将
来
に
向
か
っ
て
継
続
的
な
形

で
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
十

分
計
画
を
練
っ
て
か
ら
行
う
必
要
が
あ

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。町長 調査研究に着手したい

狭山池周辺を活かした観光振興策を
小池　信一郎　議員（自民）

高
齢
者
・
障
害
者
へ
の

　
　
　
　
 

生
活
支
援
策
に
つ
い
て

大
坪　

国
広　

議
員
（
共
産
）

質
問　

今
年
に
入
っ
て
、

原
油
の
高
騰
、
食
品
の
値

上
げ
で
「
収
入
減
・
税
金

や
保
険
料
の
負
担
増
・
物

価
高
の
三
重
苦
」
と
な
っ

て
家
計
を
直
撃
、
多
く
の

住
民
の
暮
ら
し
を
苦
し
め

て
い
る
。

　

高
齢
者
・
障
害
者
へ
の

低
所
得
者
に
対
す
る
生
活

支
援
策
と
し
て
、
次
の
３

点
に
つ
い
て
町
長
の
所
見

を
伺
う
。

問　
　

配
食
サ
ー

ビ
ス
に
さ
ら
な
る

助
成
を
。

町
長　

受
益
者
負

担
の
観
点
か
ら
、

さ
ら
な
る
助
成
は

難
し
い
。

問　
　

灯
油
代
に

補
助
を
。

町
長　

寒
冷
地
の

自
治
体
で
は
、
福

祉
灯
油
と
言
わ
れ

る
国
の
制
度
を
活
用
し
て

い
る
。
町
は
こ
の
制
度
の

対
象
外
で
あ
る
た
め
、
町

単
独
で
の
助
成
は
難
し
い
。

今
後
、
国
や
都
の
動
向
を

見
極
め
て
い
き
た
い
。

問　
　

平
成
22
年
４
月
か

ら
設
置
が
義
務
化
さ
れ
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
に
助
成
を
。

町
長　

火
災
は
早
く
気
づ

く
こ
と
で
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

高
齢
者
お
よ
び
障
が
い
者

の
安
全
安
心
な
生
活
を
守

る
観
点
か
ら
、
助
成
に
つ

い
て
検
討
し
た
い
。

質
問　

残
堀
川
整
備
完
成

記
念
事
業
が
成
功
裏
に
終

了
し
た
。
狭
山
池
は
、
観

光
資
源
と
し
て
、
ま
す
ま

す
魅
力
を
増
し
て
い
る
。

付
近
に
は
、
カ
タ
ク
リ
の

群
生
地
が
あ
り
、
丸
池
周

辺
は
湿
生
植
物
園
の
適
地

で
あ
る
。
観
光
振
興
を
図

る
た
め
、
次
の
３
点
に
つ

い
て
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

問　
　

残
堀
川
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
を
恒
例
の
行
事
と
す

る
考
え
は
。

町
長　

同
様
の
声
を
多
く

聞
い
て
お
り
、
前
向
き
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
　

カ
タ
ク
リ
の
群
生

地
を
公
有
地
に
す
る
考
え

は
。

問　
　

湿
生
植
物
園
の
整

備
の
考
え
は
。

町
長　

２
点
目
、
３
点
目

に
つ
い
て
は
、
あ
わ
せ
て

お
答
え
す
る
。

　

狭
山
池
は
町
の
一
大
シ

ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン
で
あ
り
、

観
光
資
源
と
し
て
一
層
の

活
用
を
図
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。
そ
こ
で
、
残
堀

川
整
備
工
事
が
完
成
し
た

こ
の
機
会
に
、
カ
タ
ク
リ

の
群
生
地
も
含
む
狭
山
池

周
辺
の
整
備
計
画
を
策
定

す
る
た
め
、
調
査
研
究
に
着

手
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長　

住
民
意
識
調
査
で
広
く

意
見
を
伺
い
た
い
。

こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た

町
民
が
利
用
で
き
る
保
養
施
設
を
。

狭山池北側の農地

認知症サポーター養成講座標準教材

住宅用火災警報器（煙感知）


